
基準
　 最低限の項目について共通の枠組みを
適用

ガイドライン
　自由な取組による発展を期待

 

作成基準及び監査基
準を前提として、環
境報告書の記載情報
を対象とする。

  環境報告書の記載情
報だけでなく、環境
保全への取組そのも
のも対象とする。
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１．環境報告書の第三者レビューの全体イメージ
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２．環境報告書の第三者レビューに関するフレーム

利　用　者

事　業　者

作成

監査・登録の仕組みの対象とする部分

最低限の項目について共通の枠組みを適用し、環境報告書記載情報の正確性及び作成基準
への準拠性を監査する。

環境報告監査人

開示

環境報告書監査

「環境報告書監査基準
（仮称）」に基づいて実施
する

「環境報告書基準
（仮称）」に基づき作
成・開示する

２－２



利　用　者

事　業　者

作成

現状を整理する部分

自由な取組による発展を期待し、環境保全上の必要性に照らした記載情報及び取組レベルの
適切性など、あらゆる項目を対象とする。

第　三　者

開示

環境報告書評価・勧告

取組の参考となるガイド
ラインを示す

２－３


